
観光経営学部の特別客員教授と
実務家出身教授障のリレー講義

地域の鼓動が世界の息吹に.• • 

新潟経営大学観光経営学部
刷 踊gataUniversity of Manage町・ent

• 用 いきいき県民力レッジ登録講座

φマ クのついた携輯sふ、新淘県教育委負会が主催する「凡しい、噌き凱し吋県民カレ凶ツジ山Jの講座として登録さ札て札しい、ます札。受調惨了時1<:1乙Cl単位箆定されます乱。

キッウオフ・ミーティンゲ ，n銅 ~14:副

地域活性化に資する産学官金連携

パネリスト阿部自行 加茂信用金庫理事長

佐藤俊議 加茂信用金庫支援課長

イワン・ツェリ ッシェフ 観光経営学部長 ・教授

犠原正明 UX21工ゲゼクティブプロデュ サ

ファシリテタ堀 師生 経営情報宇部教授ー地域活性化研究所所長

観光立国の実現に向けて
地域に入者集めるグローカル時代のおもてなし

観光経営学部教授

小畑博正 。
(1 4 :40~ 嶋崎)

ζれまてaの経験を踏まえて、「観光とは何台りについてお話ししたいと思

います。また、観光条件の不利な地域の事例として「スペインパスウ州サン・

セパスチャンの美食世界一戦略Jを紹介し自地域に置き換えながら地域

が今何をすべきかを提案する内容lこしたいと思います。

1限目 (Q-
実践!戦略的まちづくり・むらづくり
2限百 点浅

地域創生のイノベーシヨ凡ト札
~オーガニックからジヤボニックへ~

52F員議事 3限目 '"却-，酬

フリー・トーク

実践!戦略的まちづくり・むらづくリ(1限目)

能登半島の小都市「羽咋市」をUFQの町に、地元生産コシヒ力')

をローマ法王献上米としてブランド米に、深刻な過疎化に窮する限

界集落からの脱却など、自らの体験と全国の成功事例と失敗事例を

紹介しながら、まちづくり、むらづくりについて考えます。

地織IJ生のイノベション(2限目)

自然栽培は、化学肥料や有機肥料、さらに農薬や除草剤も笹わない塵法

です。たしかに、慣行載培町生産者や専門家から見れば常軌を逸した島建

です。し力、しここでは瞳草技術の賛否を問うものではありません。視野を世

界に向けて、「安全・安心」をグローバルスタンラfードと捉え、将来を見据え

た寸hinkGlobal. Act Local'配尭想で進める盟業戦略について考えます。
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2限目 m、
タカラは足元にあり! {Jヲ5:1O)

~地方観光に大きな疏れがおきている~

特別客員教漫

金丸弘美 3限目 '"却~時1ω

フリー・トーク

山村の小さな農家の民泊に、全国各地から人が訪れたり、郊外の民家を

改装したレストランIL多数の来事があったリ、悼宇肱行生が漁村を訪れた

り、あきら力.¥，.:::観光客の流れ力、霊化しています。

概して、宮、イベントを連携古せて、地域全体で人を呼ぶ形になっており、

ζの動きは全国Hζ広がリつつあります。専用サイトもできています。

こんな中、里村への海昨観光客誘致が孟目を集めています。というのは、

海再の人たちが日本らしい文化、風景、日本章、農村体験、ツ リングなどに

興院を持つ人たちが唱えている世らです。

本講義では、貴在中心lζ多樟化する観光のニーズについて一緒IL考えま

す。

「三方良し」のツーリズムを目指して

観光経営学協 漫 '“ 
里村孝一 広二，

'n砂川

関川村「朝ごはんプロジ工ウ卜」、村上・岩船地域における「周遊グ

リーンツ リズム」の仕掛けなど、宿泊の魅力づくりや農業体験施設

の利用者増への取り組みについてお話します。キ ワ ドは、「連携」

です。

「にいがたフード・ブランド」を

中心とした食の観光資源化について。観光経哲学都准教綬

滝沢 1E-
川市~lS:1ω

信濃111下流慢は肥E同土地であるととb'らにいがたフードブランド"措定されてし、る「ル
レクチエJド「越後短J、「新海段重むの総省が盛んであります。また、2017年4月に新渇県内の量産
物として初肋でr<ろさき祭副が痩柿水産省の地理的表示録!I制度 (G111こ登録され*ln正。
今とそ、新潟の量産物を観光資源として活用するチャンスであります。*1111奏では、新潟町農

産物的魅力を再確認する時間iこしたいと思います。

一回

e新潟経曽大学観光経営学部・地域活性化研究所

加茂信用金庫

ux新潟テレビ21 加茂商工会議所

新潟日報社三僚新聞

加茂市

越後ジャーナル

都市農村交流から見た観光振興について

観百古学も言 。
(13:00-、 14:(0)

平成27年固努調査の確定値によれば総人口は大正9年の調査開始以来、初めて
減少に底じて、人口減少問題が現実6むものとなりました。既に、国・都道府県・市町村と
地方と緩々 な組織が連携して、地方創生、地域音性化Ic取り組んでおり、賃要戦略とし
て観光娠輿に取り組んでいます。そrJ;観光は地方にとって本当に稼げる普遍的な手段
なのだろう校。会担方と都市、農村と都市との聞係、観光娠興の録題を明ら訟にし都市
a農村交流の視点から先行事例も踏まえて朱来戦略ドの方向性を紐解きます。

まち むら

都市と地域を元気lこする着地型観光
~高野街道と熊野古道のニューツーリズム事例~

観光総省学怒教媛

近藤政幸
。

(14:10-、 15:1C時

!Jj日旅行市吻都市高齢者人口が急8重大する一方で、地成人口町縮小に直面してい
ます。地域全体でお宝さがしをし、これをつないで磨いて開地緩プランド・を情る、創造
的観光マネージメントの取り組みが急がれています。マーケティング(鳥の限)とマネ

ジメン卜(虫の'H)の観点をもって地縁外から稼ぐ「地域循環型ピジネスモデルJに
ついてお話します。

地域資源からのメッセージが聞こえる | 蜘直員教綬

~妙成寺国宝化プロジェクトをとおして- I高野 誠鮮

数々 のまちおこしを成功"靴、たスーパー公務員が退耳障後に取り組むf妙成寺
国主化プロジヱクト」を通した活動を事例紹介します。地縫住民が体となった活 t豆主
動や機運の厳成内省庁との街衝問実際など、歴史的文化資産の圃宝化を成すにい 守当，

たるプロセスを紹介し《地級資源を活用した地縫活性化策についてお癒します。 旧ω-"却)

?ロージンゲ

ミニ・パネルテ、イスカッション

観光振興で地域に活力を
~産学官金述慌の役割- 叩~削ω

パネリスト:

加茂商工会議所会頭

太川 明(産)

地域活性化研究所所長

掘 時生(金)

特別客員教授

高野誠鮮(官)

観光振興が地域活性化を推進する

にあたり、より実践に即した「産学官

金連携」のあり方について萱纏者

名々 の立場で議論します。

ファシリテーター

観光経営学部教痩

小 畑博iE(学)

営大学キャンパス
干959-1321 新潟県加茂市希望ヶ丘2909-2

~JR 加茂駅東口より 8 分

スクールJ~ス 8 分
徒歩 20分

。開講日はJR加茂駅よりスクール

バスを運行します0

0車をご利用の方は、国道403号

線よりお越しください。
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受講のお申込み・お問い合わせは 新潟経営大学総務係

話 )0256・53・3000
竺-Jv)koza@duck.niiga刷 mac-jp


